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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   岡山市立 操山中学校                      

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ☑中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒703－8236 

      岡山県岡山市中区国富 3-11-1     

  E-mail  misaomtc@city-okayama.ed.jp  

  Website http://www.city-okayama.ed.jp/~misaomtc/  

  児童生徒数  男子 303 名   女子 292 名  合計 595 名 

        児童・生徒の年齢 12 歳～15 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

☑ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

☑ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 
1. 人権について（1年生：6時間，2年生 8時間，3年生 6時間） 

「一人ひとりが互いに生命を大切にし，自他の人格と個性を認め合う人権尊重の社会を 築

こうとする生徒を育成する。」を目標に，全学年で取り組む。 

第１学年は「いじめ」「障害のある人」「ハンセン病」第２学年は「ハンセン病」「渋染一揆」

第３学年は「情報問題」「結婚差別」「3年間のまとめ」と，学年毎のテーマのもとに人権問題

を扱う授業を行う。 

 

 

2. 福祉について（第 1学年 20 時間） 

1 年生の２学期から３学期にかけて，「ともに輝き ともに生きる」というテーマのもとに，

体験活動等を通して障がいについて理解し，自他の個性を認め，思いやりの気持ちを持ち，様々

な立場にある人とともに生きていこうとする実践的な態度を育てる。 

 

 

3. 平和について 

① 広島研修（第１・２学年 20 時間） 

２年生５月に実施する広島平和学習に向けて，核兵器や原爆の爪あとなどについて調べ，科

学的に理解するとともに，広島で平和祈念集会を行うことにより平和を願う態度を育む。 

 

② 岡山空襲（第２学年 2 時間） 

地元岡山での第２次世界大戦時の様子を知り，戦争をより身近なものととらえ平和について

考える。 

 

③ 沖縄修学旅行（第３学年 20 時間） 

３年生４月に沖縄の戦争跡地を訪問し，地元の方から体験談を聞き平和の大切さを学ぶ。 

 

4. 地域・世代間交流について 

・操山史蹟めぐり 

11 月に学区内の諸機関と生徒会が連携し，中学校区の歴史的な文化遺産や自然をに親しむ

行事を行った。 

学区の史跡をめぐる５つのコースを設定し、参加者を募集。 コースはお年寄りや幼児も参

加しやすいように、ほのぼのコース（三勲短距離）のんびりコース（宇野短距離）体力自慢コ

ース（操山登山）宇野てくてくコース（宇野長距離）三勲てくてくコース（三勲長距離）を設

定する。 

 参加者はコースごとに延べ２３のグループに分かれ、ガイドの案内により、1.5 時間から 2.5

時間のコースをめぐりながら学区の自然や歴史について学ぶ。併せてゴミ拾いを行い「クリー

ン作戦」を実施する。 

 帰ってきたら婦人会の方が作ってくださった田舎うどんをいただき、クイズに答える。 

 参加者には参加賞としてパンジーを配布し、学区の花いっぱい運動に資する。 

 中学生ボランティアは準備・片づけ・受付・案内・コースガイド・調理などの活動に参加

する。また生徒会はクイズコーナーを担当する。 

 学区の自然や文化財を知る機会として、子どもからお年寄りにまで好評である。

普段は見過ごすような道端の石にもいわれがあることに驚いたり、古に思いをは

せたり、歴史を感じたりしながらのひと時を満喫されている。また役員やボラン

ティアのなかでも異世代の交流があったり、地域住民の協力があったりする中で、

地域のつながりも生まれている。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

☑ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


